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1.　家庭生活では目分量によ･つて計量を行うことが少

なくない。その妥当性を検討するには，目分量にどの程

度の精度が期待できるかという面と，その計量にどの程

度の精度が要求されるかという面とを併せ考察すること

が必要である。本報では前者に関して行った一つの実験

について報告する。

2. タテ9  cm, ヨコ26cm の用紙のほぼ中央に，幅0.8

cm, 長 さ6  ～16cm の横長の長方形を画き，左端に0,右

端に20,  40, または100 の目盛数字を記し，適当な位置

に１本のクテ線を引いておく。目分量でクテ線の位置を



よ み と ら せ ， 解 答 欄 に 記 入 さ せ る 。 全 長6.0,9.0,12.0,

16.0cm の ４ 種 に つ き 各 々 ３ つ の 位 置
，
計12 枚 を と じ て

Ｉ 組 と し ， 全 目 盛20,40,100 の･3 組 に つ い て 実 験 す る
。 １

枚 当 り よ み と り ５ 秒 ， 記 入 ・ め く り2 秒 計 ７ 秒 を 与 え
。

ベ ル の 合 図 に よ り ， 被 験 者Ill 名 （ 学 生 ・ 未 訓 練 ） に つ

き 一 斉 に 実 施 し た 。

3.　 ① 全 長 の 相 異 に よ る 精 度 の 差 は,     6 ～16cm の 範

囲 で は 認 め 難 い
。
② タ テ 線 の 位 置 が 両 端 部 ま た は 中 央 部

の ご く 小 部 分 に あ る と き に は 精 度 が や や 高 く な る よ う に

見 受 け ら れ るi> ＼ そ の 他 の 大 部 分 に お い て は 精 度 の 差 は

認 め 難 い
。
③ よ み と り の 誤 差 の 二 乗 平 均 は ， 全 目 盛100

に 対 し て2.5 ～4.5,   40 に 対 し て は0.8 ～1.6 の 程 度 で あ

る
。
④ 被 験 者 の 個 人 差 は か な り 大 き い 。
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